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令和４年度 第 1回 環境保全・創造検討委員会 

＜前回資料説明における意見等とその対応＞ 

 

令和 2年度環境保全・創造検討委員会委員への資料説明（令和 2年 12 月 14 日～令和 3年 2月 14 日） 

主な意見 対 応（案） 

1.ワークショップについて 

・前回ワークショップ（令和 2年 11月 19 日開

催）の意見に対する対応方針を委員会にも報

告してほしい。（小濱委員長） 

・地元の意見も聞きながら、実行可能性も考慮

しつつ検討を進めてほしい。（各委員） 

 

・令和 3 年 11 月 12 日にワークショップを開

催し、前回ワークショップで頂いた意見に対

する対応案を示した。（詳細は参考資料－２） 

・今後も地域や関係機関と相談しながら進め

ていきたい。 

 

2.行動計画について 

・過年度の委員会で検討してきた内容の総括

として、各行動計画のこれまでの取組みを評

価したうえで、積み残しや課題について確認

したほうが良い。（小濱委員長） 

 

 

・これまで本委員会や部会で検討してきた行

動計画について、位置づけ、検討経緯、成

果、課題、進め方等をとりまとめた。（詳細

は資料－２） 

・ホ護岸に設置した X ブロックの状況をモニ

タリングしてほしい。（岡田知委員、野呂委

員） 

・護岸の生物生息状況を調査した方が良いの

ではないか。環境配慮 PR の材料としても使

えると思う。（仲宗根委員） 

 

・今年度、ホ護岸を含めた人工島外周部の護岸

等を中心に動画撮影を実施しており、今回の

視察において状況を確認頂く。 

・上記調査で確認された生物については別紙

に示すとおりである。 

 

 

 

 

資料－１ 
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人工島外周部等の動画撮影において確認された生物 

 

１.調査概要 

●撮影位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●調査内容 

 

 

  

サンゴ 海藻草類 魚類
大型底生

生物

①
西突堤外側の仮設石材

（ヒメシャコ）
○ ○ ○ ○ ○ ヒメシャコの成育状況確認

②
生物の生息・生育環境に配慮した

護岸（自然石護岸）
○ ○ ○ ○ ○

③ 親水性（緩傾斜）護岸 ○ ○ ○ ○ ○

④ ホ護岸前面Xブロック ○ ○ ○ ○ ○

⑤ 移植海草藻場 ○ - ○※ - - ※藻場構成種のみ観察・記録

⑥ 東側砂州 令和3年7月12日 ○ - - - -

⑦ 西防波堤のサンゴ群集 令和2年12月18日 ○ - - - -

令和3年9月17日

観察項目
動画・写真

の撮影
備考調査地点 調査実施日

別 紙 

③緩傾斜護岸 

④ホ護岸前面 
X ブロック ⑤移植海草藻場 

②自然石護岸 

①西突堤外側の仮設石材 

⑥東側砂州 

⑦サンゴ群集 
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２.調査結果（速報） 

① 西突堤外側の仮設石材（ヒメシャコ） 

・ヒメシャコが捨て石に生育しており、個体数も＋（21～50 個体）と多くみられた。また、着生後

数年が経過したと思われる大型の個体が多かった。 

・ヒメシャコ上への浮泥の堆積はみられず、成育状況は良好であった。 

・このほか、ハマサンゴ属などのサンゴやヤバネモク等の海藻草類、ニワトリガキ等の大型底生生

物の付着が確認された。 

・また、魚類はルリスズメダイや重要種のシロクラベラ等 47 種類確認され、今回調査した地点の中

で最も種類数が多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 ヒメシャコの成育状況 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 シロクラベラ（左）、ルリスズメダイ（中央）、ハマサンゴ属（右） 

 

② 生物の生息・生育環境に配慮した護岸（自然石護岸） 

・自然石護岸を基盤（付着基質）として、ウミウチワ属や藻場構成種であるホンダワラ属等の海藻

類が被度 5%で生育していた。 

・大型底生生物はクロフジツボやニワトリガキといった貝類が 14 種確認され、今回調査を行った地

点の中で最も種類数が多かった。 

・魚類はスズメダイ科等 45 種類が確認され、生物生息の場として利用されていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 ホンダワラ属の生育状況（左）および魚類の蝟集状況（右） 
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③ 親水性（緩傾斜）護岸 

・干出や濁りに比較的強いサンゴであるキクメイシモドキがみられたほか、藻場構成種となるコバ

モク等のホンダワラ属が緩傾斜護岸の下部でみられた。 

・水深が浅く、護岸は干出するため、ヒメクワノミカニモリ等の潮間帯にみられる生物が主であ

り、魚類は他の地点に比べて少なかった。 

・内湾域のため濁りがあり、捨て石上に泥の堆積が 1～5mm 程度みられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 キクメイシモドキ（左）、コバモク等のホンダワラ属（右） 

 

④ ホ護岸前面 Xブロック 

・ホンダワラ属の生育はみられないが、ハイオオギ属やウミウチワ属等の海藻類が低被度で生育し

ていた。また、ハマサンゴ属やキクメイシモドキ等濁りに比較的強いサンゴが成育していた。ウ

ニシャコ科が Xブロック上の孔に生息していた。 

・Xブロックの積み上げにより立体構造が形成されており、間隙部にサンギルイシモチ等 30種類の

魚類が蝟集していた。 

・Xブロック上には泥が 5mm～10mm 程度堆積していた。Xブロックより北側における海底の底質性状

は泥であり、波浪等により巻き上がった泥が Xブロックに堆積していると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 蝟集したサンギルイシモチ（左）、泥の堆積状況（右） 

  

泥が 5～10mm

程度堆積 
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⑤ 移植海草藻場 

・リュウキュウアマモやリュウキュウスガモ等の海草が被度 20%で生育しており、被度が高い箇所で

は、被度 60%程度であった。 

・アナエビ科やテッポウエビ属、ゴカイ類等の埋在生物（ベントス）の生息孔の周辺などでは被度

が低かった。また、一部箇所では海草の葉上に浮泥の堆積がみられた。 

・広範囲におよぶ葉枯れや藻場の流出、被度低下は確認されず、良好な生育状況にあると考えられ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 移植海草藻場の高被度域（左）、移植藻場に生息していたカクレクマノミ（右） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 埋在生物（ベントス）の生息孔による低被度部 

 

  

埋在生物が形成した砂山 

アナエビ科やテッポウエビ属が巣穴周辺の葉

を切断したことによる低被度パッチが点在 
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⑥ 東側砂州 

・東側砂州において、ドローン撮影を実施（令和 3 年 7月 12 日）した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 ドローンによる東側砂州の空撮写真（令和 3年 7月 12 日） 
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⑦ 西防波堤のサンゴ群集 

・西防波堤沿いにおいて、サンゴ類の生息被度が 50%以上の高被度域が確認された。 

・サンゴ類の分布面積の合計は 1.33ha であった。このうち、被度が 50%以上の高被度域は 0.21ha で

あった。 

・サンゴ群集内の優占種は、ヒメマツミドリイシとトゲスギミドリイシであった。これらの種は、

当該サンゴ群集の周辺でも過年度から確認されており、台風等の波浪により分散したサンゴが防

波堤近傍に流れ着き、まとまって成長した可能性がある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒメマツミドリイシ             トゲスギミドリイシ 

図 9 サンゴ類の生息状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 サンゴ類の分布状況 

  

 

　50%以上 0.21 ha

　30～50% 0.13 ha

　10～30% 0.20 ha

　10%未満 0.79 ha

1.33 ha

凡　例

　調査範囲

合計

St.1 （被度 85%） St.3 （被度 5%未満） St.2 （被度 25%） 

防波堤沿いエリア 

（今回調査） 
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表 1 出現種一覧（サンゴ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2 出現種一覧（海藻草類） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3 移植海草藻場における藻場構成種（海草類とホンダワラ属）の出現状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 ﾋﾊﾞﾏﾀ ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ Hormophysa cuneiformis ﾔﾊﾞﾈﾓｸ +
2 Sargassum  sp. ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属 +
3 ｵﾓﾀﾞｶ ﾄﾁｶｶﾞﾐ Thalassia hemprichii ﾘｭｳｷｭｳｽｶﾞﾓ 5
4 Halophila  sp. ｳﾐﾋﾙﾓ属 +
5 ﾍﾞﾆｱﾏﾓ Cymodocea rotundata ﾍﾞﾆｱﾏﾓ +
6 Cymodocea serrulata ﾘｭｳｷｭｳｱﾏﾓ 15

20
6

注1）「+」は、5%未満であることを示す。

注2）出現種類数は、属止めの種類についても計上している。

藻場被度(%)
海藻草類出現種類数

調査日：令和3年9月17日

№ 目 科 学名 種名
移植海草

藻場

1 ﾊﾏｻﾝｺﾞ科 Porites  sp. ﾊﾏｻﾝｺﾞ属 r r r
2 ｷｸﾒｲｼ科 Favia  sp. ｷｸﾒｲｼ属 r r
3 Favites pentagona ｺﾞｶｸｷｸﾒｲｼ r
4 Favites  sp. ｶﾒﾉｺｷｸﾒｲｼ属 r
5 Oulastrea crispata ｷｸﾒｲｼﾓﾄﾞｷ r r
6 Leptastrea purpurea ﾙﾘｻﾝｺﾞ r
7 Cyphastrea chalcidicum ｺﾄｹﾞｷｸﾒｲｼ r

5 1 1 4
注1）「r」：被度1%未満を示す。

注2）出現種類数は、属止めの種類についても計上している。

出現種類数

調査日：令和3年9月17日

No. 科 学名 種名
西突堤外側
仮設石材

自然石護岸 親水性護岸
ホ護岸前面
Xブロック

1 ｳﾐｿﾞｳﾒﾝ ｶﾞﾗｶﾞﾗ Actinotrichia fragilis ｿﾃﾞｶﾞﾗﾐ r
2 Dichotomaria  sp. ﾋﾗｶﾞﾗｶﾞﾗ属 r
3 ｻﾝｺﾞﾓ ｻﾝｺﾞﾓ Amphiroa  sp. ｶﾆﾉﾃ属 r
4 ﾏｻｺﾞｼﾊﾞﾘ ﾌｼﾂﾅｷﾞ Ceratodictyon spongiosum ｶｲﾒﾝｿｳ r r r
5 ｲｷﾞｽ ﾌｼﾞﾏﾂﾓ Acanthophora spicifera ﾄｹﾞﾉﾘ r
6 ｱﾐｼﾞｸﾞｻ ｱﾐｼﾞｸﾞｻ Lobophora variegata ﾊｲｵｵｷﾞ r
7 Lobophora  sp. ﾊｲｵｵｷﾞ属 r r
8 Padina minor ｳｽﾕｷｳﾁﾜ r
9 Padina  sp. ｳﾐｳﾁﾜ属 r 5 r

10 ﾋﾊﾞﾏﾀ ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ Hormophysa cuneiformis ﾔﾊﾞﾈﾓｸ r r
11 Sargassum polycystum ｺﾊﾞﾓｸ r
12 Sargassum  sp. ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ属 + +
13 Turbinaria ornata ﾗｯﾊﾟﾓｸ r r
14 ｲﾜｽﾞﾀ ｲﾜｽﾞﾀ Caulerpa cupressoides var.lycopodium f.amicorum ﾋﾞｬｸｼﾝｽﾞﾀ r
15 Caulerpa racemosa var.clavifera f.macrophysa ｾﾝﾅﾘｽﾞﾀ r
16 Caulerpa serrulata var.serrulata f.lata ﾖﾚｽﾞﾀ r r
17 Caulerpa sertularioides f.longipes ﾀｶﾉﾊｽﾞﾀ r
18 ﾊｺﾞﾛﾓ Chlorodesmis  sp. ﾏﾕﾊｷﾓ属 r r
19 ｶｻﾉﾘ ﾀﾞｼﾞｸﾗｽﾞｽ Neomeris annulata ﾌﾃﾞﾉﾎ r r
20 ｶｻﾉﾘ Halicoryne wrightii ｲｿｽｷﾞﾅ r r

12 10 4 6
注1）「r」は、1%未満であることを示す。

注2）「+」は、5%未満であることを示す。

注3）出現種類数は、属止めの種類についても計上している。

親水性護岸
ホ護岸前面
Xブロック

海藻草類出現種類数

調査日：令和3年9月17日

№ 目 科 学名 種名
西突堤外側
仮設石材

自然石護岸
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表 4(1) 出現種一覧（魚類） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 ﾄｹﾞｳｵ ﾖｳｼﾞｳｵ Corythoichthys haematopterus ｲｼﾖｳｼﾞ rr
2 ｽｽﾞｷ ﾒｷﾞｽ Labracinus cyclophthalmus ﾒｷﾞｽ rr rr
3 Pseudochromis fuscus ｾﾀﾞｶﾆｾﾒｷﾞｽ rr rr
4 ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ Cheilodipterus quinquelineatus ﾔﾗｲｲｼﾓﾁ rr
5 Cheilodipterus intermedius ｽﾀﾞﾚﾔﾗｲｲｼﾓﾁ rr
6 Archamia fucata ｽﾐﾂｷｱﾄﾋｷﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ rr
7 Apogon compressus ﾋﾗﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ r
8 Apogon sangiensis ｻﾝｷﾞﾙｲｼﾓﾁ rr c
9 Apogon ishigakiensis ﾐﾔｺｲｼﾓﾁ + r rr

10 ｱｼﾞ Carangidae ｱｼﾞ科 rr
11 ﾌｴﾀﾞｲ Lutjanus argentimaculatus ｺﾞﾏﾌｴﾀﾞｲ rr
12 Lutjanus fulviflamma ﾆｾｸﾛﾎｼﾌｴﾀﾞｲ rr
13 Lutjanus russellii ｸﾛﾎｼﾌｴﾀﾞｲ rr
14 Lutjanus vitta ﾀﾃﾌｴﾀﾞｲ rr rr rr
15 Lutjanus fulvus ｵｷﾌｴﾀﾞｲ rr
16 ﾀｶｻｺﾞ Caesio caerulaurea ｻｻﾑﾛ c
17 Caesio teres ｳﾒｲﾛﾓﾄﾞｷ +
18 ｸﾛｻｷﾞ Gerres  sp. ｸﾛｻｷﾞ属 rr rr
19 ｲﾄﾖﾘﾀﾞｲ Scolopsis ciliata ﾊｸｾﾝﾀﾏｶﾞｼﾗ rr
20 Scolopsis bilineata ﾌﾀｽｼﾞﾀﾏｶﾞｼﾗ rr
21 Scolopsis monogramma ﾋﾄｽｼﾞﾀﾏｶﾞｼﾗ rr
22 Scolopsis lineata ﾖｺｼﾏﾀﾏｶﾞｼﾗ rr rr
23 Scolopsis affinis ﾋﾒﾀﾏｶﾞｼﾗ rr
24 ﾀｲ Acanthopagrus  sp. ｸﾛﾀﾞｲ属 rr
25 ﾋﾒｼﾞ Upeneus tragula ﾖﾒﾋﾒｼﾞ rr
26 Parupeneus ciliatus ﾎｳﾗｲﾋﾒｼﾞ rr rr
27 ﾁｮｳﾁｮｳｳｵ Chaetodon auriga ﾄｹﾞﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr rr
28 Chaetodon melannotus ｱｹﾎﾞﾉﾁｮｳﾁｮｳｳｵ rr
29 ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ Abudefduf notatus ｲｿｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
30 Abudefduf sexfasciatus ﾛｸｾﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr rr
31 Abudefduf vaigiensis ｵﾔﾋﾞｯﾁｬ rr
32 Abudefduf caudobimaculatus ｼﾘﾃﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
33 Chrysiptera cyanea ﾙﾘｽｽﾞﾒﾀﾞｲ c r rr rr
34 Amblyglyphidodon curacao ｸﾗｶｵｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr rr +
35 Neoglyphidodon nigroris ﾋﾚﾅｶﾞｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
36 Dischistodus prosopotaenia ﾀﾞﾝﾀﾞﾗｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r r rr rr
37 Neopomacentrus cyanomos ｸﾛﾘﾎﾞﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ + rr
38 Neopomacentrus taeniurus ﾘﾎﾞﾝｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr
39 Pomacentrus alexanderae ﾓﾝﾂｷｽｽﾞﾒﾀﾞｲ r
40 Pomacentrus taeniometopon ｽﾐｿﾞﾒｽｽﾞﾒﾀﾞｲ +
41 Pomacentrus  sp. ﾐﾅﾐｲｿｽｽﾞﾒﾀﾞｲ rr r rr rr
42 Pomacentridae ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 c
43 ﾍﾞﾗ Choerodon jordani ｸﾗｶｹﾍﾞﾗ rr rr
44 Choerodon schoenleinii ｼﾛｸﾗﾍﾞﾗ r rr
45 Hemigymnus melapterus ﾀﾚｸﾁﾍﾞﾗ rr
46 Labroides dimidiatus ﾎﾝｿﾒﾜｹﾍﾞﾗ rr
47 Stethojulis strigiventer ﾊﾗｽｼﾞﾍﾞﾗ + rr
48 Halichoeres trimaculatus ﾐﾂﾎﾞｼｷｭｳｾﾝ rr
49 Halichoeres melanochir ﾑﾅﾃﾝﾍﾞﾗ rr
50 Halichoeres melanurus ｶｻﾞﾘｷｭｳｾﾝ + rr
51 Coris batuensis ｼﾁｾﾝﾑｽﾒﾍﾞﾗ rr rr
52 Cheilinus trilobatus ﾐﾂﾊﾞﾓﾁﾉｳｵ rr
53 ﾌﾞﾀﾞｲ Chlorurus sordidus ﾊｹﾞﾌﾞﾀﾞｲ rr
54 Scarus ghobban ﾋﾌﾞﾀﾞｲ rr
55 Scaridae ﾌﾞﾀﾞｲ科 +
56 ﾄﾗｷﾞｽ Parapercis pacifica ｵｸﾞﾛﾄﾗｷﾞｽ rr
57 ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ Salarias fasciatus ﾔｴﾔﾏｷﾞﾝﾎﾟ rr +
58 Salarias luctuosus ｼﾏｷﾞﾝﾎﾟ rr rr
59 Petroscirtes breviceps ﾆｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ rr
60 Meiacanthus kamoharai ｶﾓﾊﾗｷﾞﾝﾎﾟ rr rr
61 ｳﾊﾞｳｵ Diademichthys lineatus ﾊｼﾅｶﾞｳﾊﾞｳｵ rr
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表 4(2) 出現種一覧（魚類） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 5 出現種一覧（大型底生生物） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

62 ｽｽﾞｷ ﾊｾﾞ Asterropteryx semipunctata ﾎｼﾊｾﾞ r rr rr
63 Amblygobius phalaena ｻﾗｻﾊｾﾞ r r rr rr
64 Amblygobius  sp. ﾎﾎﾍﾞﾆｻﾗｻﾊｾﾞ rr
65 Exyrias belissimus ｵﾊﾞｹｲﾝｺﾊｾﾞ rr
66 Acentrogobius  sp. ｷﾗﾗﾊｾﾞ属 rr
67 Istigobius campbelli ｸﾂﾜﾊｾﾞ rr
68 Istigobius rigilius ﾏﾀﾞﾗｶｻﾞﾘﾊｾﾞ rr
69 Istigobius goldmanni ﾋﾒｶｻﾞﾘﾊｾﾞ rr rr
70 Cryptocentrus strigilliceps ﾋﾉﾏﾙﾊｾﾞ rr
71 Cryptocentrus caeruleomaculatus ﾀｶﾉﾊﾊｾﾞ rr rr rr
72 Ctenogobiops pomastictus ｼﾉﾋﾞﾊｾﾞ rr rr
73 Ctenogobiops  sp. ｼﾉﾋﾞﾊｾﾞ属 rr
74 Valenciennea longipinnis ｻｻﾞﾅﾐﾊｾﾞ rr
75 Eviota  sp. ｲｿﾊｾﾞ属 rr rr
76 ｸﾛﾕﾘﾊｾﾞ Ptereleotris microlepis ｲﾄﾏﾝｸﾛﾕﾘﾊｾﾞ c
77 ｱｲｺﾞ Siganus guttatus ｺﾞﾏｱｲｺﾞ rr
78 Siganus virgatus ﾋﾒｱｲｺﾞ r + rr
79 ﾂﾉﾀﾞｼ Zanclus cornutus ﾂﾉﾀﾞｼ rr rr
80 ﾆｻﾞﾀﾞｲ Zebrasoma veliferum ﾋﾚﾅｶﾞﾊｷﾞ rr rr
81 Ctenochaetus striatus ｻｻﾞﾅﾐﾊｷﾞ rr rr
82 Acanthurus nigrofuscus ﾅｶﾞﾆｻﾞ rr
83 Acanthurus xanthopterus ｸﾛﾊｷﾞ rr
84 Acanthurus blochii ｵｽｼﾞｸﾛﾊｷﾞ rr
85 Acanthurus  sp. ｸﾛﾊｷﾞ属 rr

47 45 10 30
注1）rr：1～5個体，r：6～20個体，+：21～50個体,c：51～100個体,cc：101個体以上を示す。

注2）水色の網掛けは「典型的な種」、緑色の網掛けは「特徴的な種」を示す。

注3）出現種類数は、科止め、属止めの種類についても計上している。
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1 ﾊﾅｸﾗｹﾞ ｴﾀﾞｳﾐﾋﾄﾞﾗ Myrionema amboinense ﾐﾅﾐｴﾀﾞｳﾐﾋﾄﾞﾗ R
2 ｸｻｽﾞﾘｶﾞｲ ｸｻｽﾞﾘｶﾞｲ Acanthopleura gemmata ｵﾆﾋｻﾞﾗｶﾞｲ r
3 ｶｻｶﾞｲ ﾕｷﾉｶｻｶﾞｲ Patelloida striata ﾘｭｳｷｭｳｱｵｶﾞｲ r
4 古腹足 ﾆｼｷｳｽﾞ Trochus maculatus ﾆｼｷｳｽﾞ r
5 Monodonta labio labio ｵｷﾅﾜｲｼﾀﾞﾀﾐ cc
6 ｻｻﾞｴ Lunella coronatus ｶﾝｷﾞｸ rr
7 ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ Nerita (Theliostyla) albicilla ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ +
8 新生腹足 ｵﾆﾉﾂﾉｶﾞｲ Cerithium zonatum ﾋﾒｸﾜﾉﾐｶﾆﾓﾘ cc
9 Clypeomorus batillariaeformis ｳﾐﾆﾅｶﾆﾓﾘ cc

10 ﾑｶﾃﾞｶﾞｲ Vermetidae ﾑｶﾃﾞｶﾞｲ科 rr
11 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ Euplica versicolor ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ cc
12 ｱｯｷｶﾞｲ Chicoreus (Triplex) brunneus ｶﾞﾝｾﾞｷﾎﾞﾗ r
13 汎有肺 ｶﾗﾏﾂｶﾞｲ Siphonaria laciniosa ｺｳﾀﾞｶｶﾗﾏﾂｶﾞｲ cc
14 ﾌﾈｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ Barbatia  (Abarbatia ) lima ｴｶﾞｲ rr
15 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ Septifer bilocularis ｸｼﾞｬｸｶﾞｲ rr +
16 ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ ｼｭﾓｸｶﾞｲ Malleus (Malvufundus) regula ﾆﾜﾄﾘｶﾞｷ + cc + rr
17 ﾏｸｶﾞｲ Isognomon acutirostris ﾍﾘﾄﾘｱｵﾘ +
18 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ Saccostrea mordax ｵﾊｸﾞﾛｶﾞｷ cc +
19 Dendrostrea folium ﾜﾆｶﾞｲ r
20 ｲﾀﾔｶﾞｲ ｲﾀﾔｶﾞｲ Chlamys  (Laevichlamys ) squamosa ﾘｭｳｷｭｳﾅﾃﾞｼｺ rr
21 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｷｸｻﾞﾙｶﾞｲ Chamidae ｷｸｻﾞﾙｶﾞｲ科 + +
22 ﾂｸｴｶﾞｲ Gastrochaenidae ﾂｸｴｶﾞｲ科 rr
23 ｼｬｺｶﾞｲ Tridacna crocea ﾋﾒｼｬｺ + r
24 無柄 ｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ Tetraclita formosana ﾀｲﾜﾝｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ cc
25 Tetraclita japonica ｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ cc
26 ｼｬｺ ｳﾆｼｬｺ Protosquillidae ｳﾆｼｬｺ科 rr r
27 ｴﾋﾞ ﾔﾄﾞｶﾘ Calcinus minutus ｱｶﾂﾒｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ rr
28 ｱｶﾋﾄﾃﾞ ﾎｳｷﾎﾞｼ Linckia laevigata ｱｵﾋﾄﾃﾞ rr
29 ﾙｿﾝﾋﾄﾃﾞ ﾙｿﾝﾋﾄﾃﾞ Echinaster luzonicus ﾙｿﾝﾋﾄﾃﾞ rr
30 ﾎﾝｳﾆ ﾅｶﾞｳﾆ Echinometra  sp. TypeA ﾂﾏｼﾞﾛﾅｶﾞｳﾆ rr rr
31 楯手 ｸﾛﾅﾏｺ Actinopyga echinites ﾄｹﾞｸﾘｲﾛﾅﾏｺ rr
32 Holothuria (Mertensiothuria) leucospilota ﾆｾｸﾛﾅﾏｺ rr
33 ｼｶｸﾅﾏｺ Stichopus hermanni ﾖｺｽｼﾞｵｵﾅﾏｺ rr
34 ﾏﾎﾞﾔ ﾏﾎﾞﾔ Herdmania  sp. ﾍﾞﾆﾎﾞﾔ属 R

12 14 10 7

注1）rr：1～5個体，r：6～20個体，+：21～50個体,c：51～100個体,cc：101個体以上、R：被度5%未満を示す。
注2）出現種類数は、属止めの種類についても計上している。
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